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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・上半期の水道、光熱費についてWIZ上にアップされている為、各自で確認してください。青陽館の重油使用量の節約のために、夜間は床暖設定を極小にし、朝の出勤者が22～23度に戻すようにしましょう。
・12/16からの勤務表が出次第、忘年会の欠席届を提出してください。
・昇格試験が行われている為、対象者は申込み日に受験してください。

・東病棟で起こった事故を受け、ステーションで保管している包丁やハイタ―等の危険物の管理について来週のカンファレンスで話し合います。
＜研修案内＞
〔内部研修〕
・12/3（月）看護内グループ研修　テーマ「救急対応」　場所：メンタル3階会議室

講師：本川Ns

〔外部研修〕

・11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

・12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
・12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ

＜利用者様情報＞
デイケア
・豊川　明男様～グループホーム世話人より情報提供がある。昨夜、下妻康貴様より電話があり、豊川様の部屋から壁に物を投げつけたような音が聞こえたとのこと。今朝の訪問時にその件について尋ねると、煙草の臭いがして苛々して壁を蹴ったと話していたとのこと。今後の対処法についてはデイケアで相談すると話しており、本日来所。午後に対処法について検討していく。
・繁名　和恵様～グループホームの世話人より今朝情報提供があり、本日は体調不良でデイケアを休むと話していたとのこと。バイタルサインを測定すると目立った異常はないが、発汗や幻聴が強く、インフルエンザに罹ったと話しているとのこと。症状からインフルエンザの可能性は低いことを伝えるが、欠席する意思は変わらず。11時過ぎに本人より電話があり、グループホーム世話人からの情報と同じ話をし、デイケアを欠席したいと話し、明日は必ず来所すると話している。欠席が多い為、安定した通所が出来るように関わっていく必要がある。
・佐々木常夫様～自分からスタッフに話し掛けがあり、最近易怒性や苛々感が強まる事があると話している。そうなる原因についての心当たりを尋ねると、服薬を自己調整したため、処方薬が足りなくなり、以前処方されていた薬を変わりに服用していたと話している。自己調整の危険性について伝え、薬を再処方してもらうように伝えるが、「お金がかかるし」「薬をちゃんと飲めない人だと思われたくないから言いたくない」と話している。明日外来を受診する予定となっているとのことで、薬について報告するように伝えている。
・櫻川　貞二様～定時に連絡がないため、連絡を入れている。電話に出なかったが、折り返しの連絡があり、「デイケアに行けそうなら連絡するって話でしたけど」と話している。本日は、目が見えないためデイケアを欠席すると述べている。目の調子からデイケアの利用頻度は減っていくと話しており、訪問看護からは役場に相談するように助言を受けているとのこと。役場と話し合った後は結果を教えて欲しい事を伝えている。また、デイケアに来れる時のみの連絡であれば安否や近況について確認出来ない為、欠席の際は連絡をいただきたいこと、こちらからも確認の電話を入れることを伝え、了承している。
・松川　順子様～昨日ナイトケアの時間帯で複数回電話があり、本日社会福祉協議会あっぷるハートが来訪して行う金銭面での支援についての確認があり、担当スタッフが参加することを伝えている。今朝、青明舎から情報提供があり、昨日青陽館に電話する前に青明舎にも電話をしており、残金やクレジットカードについての話を5～6回していたとのこと。また、今朝は松川様の隣りの住人より青明舎に連絡があり、松川様が泣き叫んでいるとのことで電話や訪問で対応している。本人に状況を確認すると、今朝7時頃心配で目が覚めて泣き叫んだとのことだが、何が心配かは言語化はできていない。頓服を服用するように助言したあとは落ち着きを取り戻している。金銭面での話し合いが終われば落ち着くと思われる為、様子を観察していく。

・曽我　泰庸様～レクダンスの際にふらついており、「大丈夫」と話しているが、2曲程立ちつくし、椅子に座って休んでいる。不調についての訴えはなく、バイタルサインも異常はない。入浴の際に女性フロアに入って行くことがあり、女性メンバーより大きな声で注意を受けている。男女の札が目線の高さに合っていない為、本人がわかりやすい・見やすい位置に男女の札を貼っていき、対処する。
・田端　香織様～レクダンスを1曲踊り終えると、立ち去り机に伏せている。腹痛や頭痛を尋ねると「ちょっと」と答えており、「大丈夫」と話している。表情も冴えないが、暫く休んだ後に「あと1曲踊っていいですか」と言い、フロアに戻って踊っている。その後は、栄養指導にはメモを取りながら参加し、不調な様子は見受けられない。
・我満奈津紀様～レクダンスについて「気分が落ちているので1曲だけ」と話し、途中で退席している。落ち込みの原因については、娘様が家事をやらずにゴロゴロしているのを見て苛々してきて落ち込んでいると話している。
・上川原　豊様～普段と異なり、レクダンスでは大きく動いている。昨日、他人の郵便物が届いており、その連絡をしたため郵便物を取りに来ると話していた。詳細については確認していない為、午後確認していく。以前、用事を足したい等の理由でデイケアの利用を週5回→4回に減らしたいと話していた為、担当スタッフが主治医へ報告。主治医は許可しておらず、その理由として、支援機関に虚偽の報告（訪問看護にはダイソンの掃除機を買ったといったが、デイケアスタッフにはホームセンターで買った、中古品を買った等と話が二転三転する）をすることがあり、未だ手厚い支援体制が必要な状態にあるとのこと。祝日の欠席は良いとしても、平日の欠席時には以前のように服薬の確認にだけでも来所できるように関わっていく。
・関　秀治　様～本日、北病棟が主催した“ピアサポート”に参加している。詳細や感想については今後確認していく。
・久慈　邦夫様～昨日、昼過ぎまではロッカーの鍵を使用していたが、「鍵がない」と話しており、自分が失くしたとは思っていないような発言がある。考え得る場所は捜索したが、発見には至っていない。今週中は探し続け、なければ弁償の方向で話を進めていく。
・齊藤　良宏様～昨日、送迎に来た娘様から情報提供があり、介護保険の申請結果、要介護2の判定だったとのこと。まゆすいの利用を勧められたとのことで、連絡方法についての相談がある。電話をしてまずは相談してみるように伝え、本人の状態を見るのであれば青陽館で待ち合わせをしてはどうかと提案している。
デイナイトケア
・倉橋　生子様～昨日帰荘後は落ち着いていたとのこと。本日は、小さな声で落ち着いた口調だが、尿の出にくさ、眩暈、足の重さを何度も繰り返し話しており、「薬のせいだ」と決めつけた発言もある。明日の診察時に主治医に相談してみるように伝えている。また、家族の話等もとりとめなく話し続けており、作業療法に集中出来ない為、何度も声掛けを要している。
・小野寺ノリ様～椅子から立ち上がった際に、椅子とズボンが濡れており、尿失禁をしている。最近失禁の間隔が短くなってきており、尿意を感じにくくなっている可能性がある。適宜、トイレの声掛けをしていく。
・鈴木真知子様～来所時の体温測定では37.1℃。体調については「寒気する」と話している。再検では36.6℃だが、引き続き寒気を訴えている。他の風邪症状がないか観察していく。
・古舘　正行様～普段はにやつきや独語があるが、本日はなく、表情の硬さや目があっても反応が鈍い様子がある。身体・精神症状の観察をしていく。
・大下　良悦様～岩城様が味噌汁をついでいる際にそれを見ていた古川様に向かって、「邪魔だよ！」と口調を強めて注意する場面がある。時折、他者の行動を干渉するように見て注意していることがあるため、介入していく。
・板橋　利美様～最近は食事量が回復していてが、本日の昼食時では配膳後すぐに味噌汁を御飯とおかずに全て掛け、「食べない」と話している。「食べたくない」と話しており、体重を気にした結果の行動なのかを尋ねるが、「食べたくない」と話している。普段は目を見て話す事が多いが、本日は目を合せず、素っ気ない態度も見受けられる。夕食は食べるように伝えた為、食事摂取量の観察と、その行動の背景について探っていく。
・岩城　敏夫様～10月に靴を脱ぐ際に転倒した事故があり、その件について主治医よりコメントがある。以前より、靴や衣服の着脱時には椅子に座るように指導をし続けており、それが徹底されていないことによる事故であるとの指摘がある。現在は、壁や靴箱に手をついて靴を脱いでいるが、転倒する可能性は高いと思われる為、椅子に座るように声を掛けていく。また、青風荘では玄関に椅子がないため、青陽館の椅子を貸し出すことも検討していく。
ナイトケア

・下妻　康貴様～本日北病棟で開催した“ピアサポーター”に参加している。昨日のナイトケアでもこの件について冗談交じりに話している事がある。グループホームの世話人から情報提供があった診察頻度について本に確認すると、「4週に1回ぐらいでいいかなって思ってる」と話している。主治医に直接伝えてみるように助言をしている。
＜プログラム報告・検討＞
	
	12月
	1月

	ストレス緩和
	・冬型のうつ
・ストレス解消のためのストレッチ
	・自分を変える方法

	回想法
	・冬の遊び、大みそか等
	未定

	禁煙プログラム
	・煙草による事故、事件
	・煙草とアルコールの依存関係について

	疾病教室
（統合失調症）
	・二次記憶
・実行機能
	・リハビリテーションの実際
・ワーキングメモリと注意の
実践

	一般常識
	・消費税
	・冬の健康維持

	社会資源（デイケア）
	・リカバリー
	・権利擁護（消費者被害）

	疾病教室
（アルコール依存症）
	・アルコール関連の精神障害
	・自助グループ

	社会資源
（デイナイトケア）
	・医療費控除
	・臨時福祉給付金


・気分障害の疾病教室は実施なし
→対象者は東海林康之様、駒木洋士様、川口八寿子様、関向智様、笹目子誠様、市澤信行様、佐羽内裕亮様。対象者が増えてきている為、2月から水曜日の午後の枠で実施できるように準備を進めていく。双極性障害について行う場合も、その障害を持っているだけを対象とせず、様々な病気を知るメリットを伝え、参加を促していく。
・発達障害の疾病教室は実施なし
→小泉晋哉様が対象となっているが、本人が実施を拒否している状態が続いている。自分の病気の特徴はある程度理解しているが、それについての対処（例：光への過敏性があるが、電気を消して欲しくても誰にも言えない）が出来ない為、個別SST的なアプローチをしていく。
